
 

 

 

 

 

 

 

フィリピン「イフガオ里山マイスター養成プログラム」研修生等の 

知事表敬訪問について 

 

 「イフガオ里山マイスター養成プログラム」は、金沢大学の中村浩二名誉教授が中心

となり、「能登里山里海マイスター」養成プログラムのノウハウを元にフィリピンの世

界農業遺産「イフガオの棚田」で平成２６年２月から実施されている人材育成事業で、

石川県が申請し採択されたＪＩＣＡの公募事業です。 

 今般、この取組の一環として、フィリピン・イフガオから研修生が来県し、能登地域

の視察や「能登里山里海マイスター」養成プログラムの受講生との交流等を行うのに併

せ、知事を表敬します。 

 

記 

 

１ 日   時 令和元年１０月２１日（月）１３：００～１３：３０ 

２ 場 所 石川県庁知事室 

３ 来 訪 者 フィリピン・国立イフガオ大学教員等５名 

研修生及び修了生２４名 

４ 研 修 期 間 令和元年１０月２０日（日）～２６日（土） 

 

【参考：イフガオ里山マイスター養成プログラム】 

都市部への人口流出により荒廃が進んでいたフィリピンの世界農業遺産「イフガ

オの棚田」を守るため、金沢大学の人材育成プログラムである「能登里山里海マイ

スター」育成プログラムのノウハウを移転し担い手を育成することで、棚田保全や

地域活性化を目指すもの。 

  平成２６年２月に、草の根技術協力事業 地域活性化特別枠（※自治体が申請者と

なる特別枠）を活用してスタート。 
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